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理研計算科学研究機構

• W1 storage

• Gfarm

• DDN SFA10000(Total10PB)

• メタデータサーバ2台
• データサーバ16台
• 10GbE ネットワーク

• 60 PB tape archive
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• E1 storage

• Gfarm

• DDN SFA10000   9 セット（Total 8PB)

• メタデータサーバ8台
• データサーバ36台
• ログイン4台
• 10GbE ネットワーク

• E2  storage

• Gfarm

• DDN SFA10000(Total 5.5PB)

• メタデータサーバ2台
• データサーバ8台
• 10GbE ネットワーク

• 20 PB tape archive （内部バックアップ利用）

• Tokyo Tech storage

• Gfarm

• DDN SFA10000(Total 400TB)

• データサーバ4台
• 10GbE ネットワーク
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HPCI共用ストレージ：概要
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HPCI共用ストレージ機材更新決定しました！

FY2015(H27) FY2016(H28)

FY2016提供予定だが、6年目運用

2015/12末でHPCI機材提供停止

FY2016中のデータを退避と
FY2016末で運用停止必須

FY2017(H29)

メタデータサーバ、リプレース必要

FY2017中にデータを退避して
FY2017末で運用停止が必須

 H29年4月〜9月頃設置・導入に向けて、共用ストレージ関係者一丸となって取り組んでいます

 既存のデータ移行も運用側で対応予定

 機材更新中もできるだけ運用を継続する予定

 10PB級のストレージをサービス継続しながら短期間に機材更新

 次期システムが提供するサービスレベルの明確な目標設定

 目標を満足できるシステム導入
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更新後のサービスレベルと施策

サービスの継続性・安
定性

年間350日以上サービス提供

提供容量 現在の数倍以上の容量増強
クラウド資源などの活用による提供資源量の最適化

データ保護・安全性 年間ファイル消失ゼロ

 サービス継続中のメンテナンス、システム更新の導入
 データ破損が発生しても、消失を防げるシステム
 東大・AICS片肺運転導入

 片肺運転中も全ファイルシステムにアクセス可能
 設備点検など、１機関全停止しても継続運転可能なシステム

 可用性向上
 メタデータフェイルオーバ（東大内導入済み、 機関間はまだ）

 メタデータ用ストレージはマルチパス不要
 データサーバフェイルオーバ（未導入）
 ストレージコントローラファイルオーバ（導入済み）

 データサーバ用ストレージはマルチパス構成
 保守サービス時間の夜間・休日対応（東大が来年度試験導入）
 ネットワーク冗長化

 構成機関設置機材の基幹スイッチ・トポロジーの多重化
 データ多重化・分散化

 データ多重化
 AICS・東大でそれぞれ複製を一つ以上保持
 Gfarmによるデータ一貫性チェックの自動化（実現済み）

 提供容量拡大
 両構成機関それぞれ現状の数倍（HPCI資源提供機関のスパコン整備計画から）
 両構成機関で均衡した容量拡張

 クラウド資源の活用
 提供資源量の柔軟化
 Gfarmのクラウド環境対応



更新後のサービスレベルと施策(相談レベル)
利用環境 共用ストレージを活用できる多様なログインノードの整備・提供 (プリポスト、可視化、ウ

エブサーバによるデータ公開）

サービスメニュー 次期HPCIにふさわしいサービスメニューの多様化

運用コスト 両構成機関における運用コストを維持したまま、サービスレベルの向上、サービスメニュー
の多様化を実現

SINET5への対応 SINET5の転送帯域を活用できるシステム更新

 ログインノードの拡充
 両構成機関へログインノード設置
 設置構成機関のローカルファイルシステムとも高速接続
 プリポスト・可視化に耐える計算能力および環境の提供

 利用分野の拡大
 HPCI全採択課題に占める共用ストレージ課題の割合は概ね40％程度で推移
 裾野拡大には、新しい分野の開拓が必要

 負担の公平化
 大規模利用課題
 成果非公開課題
 長期保存データ

 クラウド資源の活用
 設備投資削減
 両構成機関のエネルギーコストなどの運用コスト最適化
 企業からのアクセスにはむしろ商用キャリアに接続されたストレージ資源が望ましい

 両構成機関設置機材の基幹スイッチの100GbE対応
 SINET、ネットワークサブWGとの連携強化



理研計算科学研究機構 東京大学情報基盤センター

HPCI共用ストレージ：更新後(目標)

DataStorage
DD PB以上

Meta Data Storage
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DataStorage
DD PB以上

Meta Data Storage

Meta Data Storage

多重書き込みによる
高いデータ安全性

東大またはAICSによる単独運
用可能な高いサービス継続性

Cloud Storage

クラウドストレージの活
用によるアーカイブサー

ビス

遠隔地間を含む

メタデータフェイルオーバ
による高可用性

1. メタデー
タを参照

3. メタデータ
に登録

Meta Data Storage

2. データを書
き込み

SINET5による広域・高帯
域データ通信



東大、AICSサイト間のデータ冗長化運用によるサービス継続性改善予測

• 2012年9月から2016年8月までの全サービス停止事案
を調査

• システム全停止だけでなく、部分停止障害も含
む

• 全メンテナンスも調査

• 停止時間(何時から何時まで)、原因、停止台
数、停止ノード時間積、検証のための記
録、、、



稼働率（年度、月）



障害発生件数（年度、月）



障害停止ノード時間（年度、月）



定期メンテナンスによる停止ノード時間（年度、月）



東大、AICSサイト間のデータ冗長化運用
によるサービス継続性改善予測

• データがAICS、東大で多重化されているなら、どちらか一方のサイト
だけでも完全な運用が可能（全てのデータファイルをユーザに提供で
きる）

• AICS、東大で同時に障害が発生しない限り運用は継続可能

• 計画停電も時期がずれていれば運用可能

• 定期メンテナンスも時期をずらして個別に実施可能

• 過去の全障害、メンテナンスについてサービスの継続が可能だったか
検証した

• サイト間データ多重化でも防げない障害

• データ消失障害による長期メンテナンス

• 東大のネームサーバ障害

• etc



稼働率の改善予測（年度、月）



運用可能となるサービス停止ノード時間（年度、月）



東大、AICSサイト間のデータ冗長化運用
によるサービス継続性改善予測

• サービス停止ノード時間の81%がサービス継続可能に

• サービス停止回数の87%がサービス継続可能に

• MTBFは404時間から2154時間に改善

• 実運用においても可能な限り提供サービスを改善したい

• データ移行に関してもなるべくサービス継続できるように検討している真っ最
中

• クラウドストレージを活用した長期保存サービスなどの新たなサービスの導入

• 大容量、高帯域、高安全性、高可用なサービスを目指します！


